
女性の警察官数も育児をする警察官も増えています

妊娠・出産・育児を支援する制度

育児との両立

私の生き方を妥協しない私の生き方を妥協しない
女性警察官の活躍の場が広がる今、妊娠中や育児中でも働きやすく、かつ、安心して仕事と家庭を両立
できる環境づくりが推進されており、ここではその仕組みを紹介します。

都道府県警察の女性警察官数の推移
（平成25年度～令和４年度）

9ヶ月超の長期に渡る
育児休業等を取得した女性職員の割合

女性警察官数は、10年前と比較す
ると1.5倍以上となったほか、全警
察官に占める割合も10％を超え
ました。また、長期間の育児休業等
も取得しやすく、９ヶ月超の育児
休業等を取得した女性職員の割合
は92％以上になります。

育児休業に加え、結婚休暇や
育児中の時短勤務などワーク
ライフバランス推進のため

の制度が多数！

ワークライフバランスの
推進に向け各種制度が充実

母体・胎児保護のための通勤緩和や
超過勤務制限に加え、保健指導等
の勤務免除といった制度も

設けています。

妊娠時から休暇・
業務緩和が可能です

子どもの急な看病や保育園の
送迎等も安心。時差出勤や子の
看護休暇等も整えています。

子育て中も
最大限のケア

男性も使える両立支援制度が
多数。男性職員も積極的に
育児に参加できるように

しています。

仕事と家庭を両立する
仕組みを完備

結婚しても、ママになっても
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引用：「令和２年度地方公共団体の
勤務条件等に関する調査結果」（総務省）
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妊娠・出産・育児に関する支援制度の例
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注：数値は各年度４月１日現在

母体、胎児の保護を目的とし、
通勤時の交通混雑を避けるた
めの休暇制度。勤務の始め又は
終わりに15分単位

1日60分

※各都道府県警察により、支援制度は異なります。

その他の支援
・妊婦症状対応休暇
・母子保健健診休暇
・出産費
・家族出産費
・出産費附加金
・家族出産費附加金
・育児休業手当
・出産祝金　など

産前
8週妊娠 誕生 産後

8週
産後
2週

小学校
入学 12歳小学校

4年3歳1歳
3カ月1歳

男女職員とも男性職員のみ女性職員のみ

1日最大120分
部分休業

満3歳の誕生日の前日まで
育児休業

年5日、子どもが複数の場合は10日
子どもの看護休暇

小学校4年生まで
育児のための時差出勤

5日以内
育児参加休暇

2日以内
出産支援休暇

14～１６週
妊婦出産休暇

妊婦通勤時間

※各都道府県警察により、支援制度は異なります。

手厚い制度と「待ってたよ！」の仲間の声が支えてくれた

家族も職場もチームワーク！フルタイムでの働き方を選択

育児を行う先輩に聞いてみた育児を行う先輩に聞いてみた
本当のところはどうなの？

「とはいっても、子育てと仕事の両立って大変そう…」「キャリアに影響するのでは…？」と思うかも
しれません。このページでは、実際に子育てを行いながら仕事・キャリアを両立させている現職の
女性警察官２名に、インタビューしてみました。

育児支援で時間は十分！仕事に励みつつ、子どもの成長がリアルタイムで見られてうれしかったです

私は採用されてから２年後に結婚。３年後に第一子を出産、育休中に第二子も授かりました。
合わせて３年の育児休業を取得したので、復帰の際は不安もありましたが、復帰直後の「待っ
てたよ！」という仲間の声にホッとしたことを今でも良く覚えています。復帰後、私は当直免除
の制度を利用して仕事と育児を両立していますが、その他部分休業などの制度を活用するこ
ともできます。大事なのは素直に相談すること。相談すれば組織も同僚も必ず真摯に向き
合ってくれます。今後も子どもに誇れる仕事を続けていきます。

私たちの子育て

家庭でも職場でもチームワークが大切！お互い助け合い、子育てと仕事を楽しむ！私たちの子育て

奈良県警察本部警務部警務課　警部補

新潟県五泉警察署地域課長　警部
助け合いの風土で子育ても自信を持って！

私は採用された後に３人の子どもを出産し、３回育休を取得しました。初めての育休復帰時
は、保育園のお迎え時間に間に合うのか不安で、１年間早出勤務制度を利用しました。制度を
利用することで、安心して復帰することができ、仕事と育児のペースを掴むことが出来まし
た。現在は通常時間で勤務しています。毎日忙しいですが、仕事で感じる達成感や、子ども達
の笑顔が、私の働くエネルギーとなっています。警察には、育児をフォローするための様々な
制度があり、自分の働き方を選べるところが、とても魅力的だと思います。

仕事と3人の子育てに日々奮闘中


